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▼
本
年
一
月
八
日
、
日
仏
交
流
一
五
〇
周
年

を
記
念
し
た
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と
日
本
銀
行
の

合
同
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
、
パ
リ
の
フ
ラ
ン

ス
銀
行
本
店
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
パ
リ
事
務
所
か
ら
報

告
し
ま
す
。

〜
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
概
要
〜

▼
こ
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

銀
行
の
ノ
ワ
イ
エ
総
裁
、
日
本
銀
行
の
福
井

総
裁
が
参
加
し
、
約
二
〇
〇
人
の
日
仏
政

府
・
企
業
関
係
者
や
研
究
者
の
方
々
が
集
ま

り
ま
し
た
。
両
総
裁
は
、
開
会
の
挨
拶
を
行

い
、
日
仏
の
文
化
・
経
済
交
流
に
加
え
、
中

央
銀
行
間
の
協
力
と
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
飯
村
駐
仏
大
使

か
ら
も
、
日
仏
中
央
銀
行
の
交
流
と
こ
れ
を

通
じ
た
経
済
発
展
へ
の
貢
献
を
評
価
す
る
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
合
間
に

は
、
両
総
裁
が
シ
ラ
ク
前
フ
ラ
ン
ス
大
統
領

を
迎
え
、
昼
食
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
仏

交
流
一
五
〇
周
年
を
記
念
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
氏

が
現
職
大
統
領
の
際
に
検
討
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
が
な
ぜ
日
仏
交
流
一
五
〇
周

年
記
念
な
の
か
、
と
い
う
点
に
疑
問
を
抱
く

方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
一
八

五
八
年
の
十
月
九
日
に
日
仏
両
国
が
日
仏
修

交
通
商
条
約
を
締
結
し
、
こ
の
年
か
ら
経

済
・
文
化
交
流
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
か
ら

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
条
約
に
は
幾
つ
か

問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
仏
の
交
流
の
契

機
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
明
治
維
新

後
、
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
の
近
代
化
の
モ
デ
ル

の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
は
、
こ
の

よ
う
な
点
を
踏
ま
え
、

日
仏
の
中
央
銀
行
の

歴
史
と
日
仏
経
済
の

現
状
を
テ
ー
マ
と
し
、

題
目
を
、「
フ
ラ
ン
ス

銀
行
と
日
本
銀
行

相
互
の
考
察
」
と
し

ま
し
た
。

〜
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と
日
本
銀
行

設
立
と
協
力
〜

▼
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行

と
日
本
銀
行
の
歴
史
が
議
論
さ
れ
、
両
行
の

類
似
性
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
日
本

銀
行
は
、
一
八
八
二
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
松
方
正
義
は
中
央
銀

行
制
度
を
学
ぶ
た
め
に
欧
州
に
視
察
に
出
か

け
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
オ
ン
・
セ
ー
大
蔵
大
臣

と
会
い
ま
し
た
。
当
時
新
鋭
で
あ
っ
た
ベ
ル

ギ
ー
国
立
銀
行
を
参
考
と
す
る
よ
う
、
助
言

を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
同

時
に
、
日
本
銀
行
の
設
立
に
あ
た
り
、
フ
ラ

ン
ス
銀
行
の
定
款
や
機
能
も
主
要
な
研
究
対

象
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
典
型
が
、
商

業
手
形
の
割
引
に
よ
る
信
用
の
拡
充
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
銀
行
、
日
本
銀
行
と
も
、
こ
れ
を

通
じ
て
当
時
の
主
要
産
業
の
発
展
を
支
援
す

る
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
産
業
界
の
要
請
に

応
じ
て
支
店
の
増
補
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
央
銀
行
の
役
割
は
、
当
時
、
金

融
市
場
へ
の
介
入
に
よ
る
経
済
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
に
専
念
し
て
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

と
対
照
的
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
日
仏
中
央
銀
行
と
も
、
第
二
次

大
戦
後
主
要
産
業
が
発
展
す
る
中
で
、
金
融

市
場
へ
の
介
入
に
軸
足
を
移
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
点
も
含
め
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と
日

本
銀
行
が
、
過
去
に
お
い
て
極
め
て
似
通
っ

た
道
を
歩
ん
で
き
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

今
回
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス

銀
行
本
店
内
に
あ
る
オ
テ
ル
・
ド
・
ト
ゥ
ー

ル
ー
ズ
の
黄
金
の
間
と
い
う
と
こ
ろ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
、
一
八
〇
〇

日
仏
交
流
一
五
〇
周
年
記
念
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と
日
本
銀
行
相
互
の
考
察
」に
つ
い
て

シラク前大統領をお招きして昼食会が開かれた（左）。シラク前大統領をお出迎えするノワイエ総裁と福井総裁（右）。

フ
ラ
ン
ス
語
で
開
会
の
挨
拶
を
す
る
福
井

総
裁
。
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年
の
設
立
後
間
も
な
く
、
こ
の
邸
宅
を
買
い

取
り
、
そ
の
後
本
店
の
一
部
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、
一
七
世
紀
に
お

い
て
、
ル
イ
一
三
世
の
宰
相
の
た
め
に
設
計

さ
れ
、
そ
の
後
、
ル
イ
一
四
世
の
息
子
で
あ

る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
の
邸
宅
と
す
る
た
め
に

改
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の

ノ
ワ
イ
エ
総
裁
曰
く
、
歴
史
を
議
論
す
る
に

か
く
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〜
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
直
面
す
る

フ
ラ
ン
ス
・
日
本
の
経
済
〜

▼
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
に
直
面
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
日
本
の

経
済
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
、
生
産
性
の
上
昇
が
経
済
発
展
の
原
動
力

と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
先
進
国
に
お
け
る

生
産
性
上
昇
率
の
比
較
や
、
通
信
情
報
技
術

の
利
用
と
生
産
性
上
昇
と
の
関
係
等
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、

地
域
経
済
統
合
が
さ
ら

な
る
活
力
を
促
す
と
の

観
点
か
ら
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
生
産
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
や
欧
州
の

通
貨
統
合
と
い
っ
た
プ

ロ
セ
ス
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
も
、
日

本
・
ア
ジ
ア
経
済
の
動

向
に
対
す
る
参
加
者
の

関
心
が
高
く
、
日
本
側

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
そ
う
し
た
関
心

に
十
分
応
え
る
も
の
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〜
本
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

の
意
義
〜

▼
本
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
両
総
裁
が
期

待
し
た
通
り
、
日
仏
の
各
界
の
方
々
の
相
互

理
解
や
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と
の
関
係
強
化

と
い
う
意
義
も
あ
り
ま
し
た
。
ノ
ワ
イ
エ
総

裁
は
冒
頭
挨
拶
に
お
い
て
、
当
パ
リ
事
務
所

の
調
査
・
情
報
交
換
拠
点
と
し
て
の
重
要
性

に
言
及
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
企
画
実
現
を
通
じ
、
そ
う
し
た
機
能

は
一
層
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
パ
リ
事
務
所
員
は
、
昨
年
来
フ
ラ
ン

ス
銀
行
の
ス
タ
ッ
フ
と
会
合
を
重
ね
、
テ
ー

マ
の
設
定
、
招
待
客
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
進
行
な
ど
、
細
部
に
わ
た

り
共
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
普
段
の
情
報

交
換
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い
ス
タ
ッ
フ
と

の
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
ベ
テ
ラ
ン
の
女
性

ス
タ
ッ
フ
が
、「
私
は
日
本
の
こ
と
を
あ
ま

り
知
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
な
た
方
と
働
い
て

日
本
に
興
味
を
持
っ
た
。
今
度
日
本
に
行
っ

て
み
よ
う
と
思
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

何
と
嬉
し
い
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〜
日
仏
交
流
一
五
〇
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
〜

▼
日
仏
交
流
一
五
〇
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
今

年
い
っ
ぱ
い
続
き
ま
す
。
一
月
二
十
二
日
の

時
点
で
は
、
文
化
関
係
を
中
心
に
二
四
四
の

イ
ベ
ン
ト
が
計
画
な
い
し
既
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

在
フ
ラ
ン
ス
日
本
大
使
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:w
w
w
.fr.em

b-japan.go.jp/jp/150/

150nen.htm
l

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
是

非
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
「
コ
ラ
ボ
」
の

結
晶
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

コンファレンスは、歴史を議論するにふさわしい「黄金の間」
で行われた。

フランス銀行と日本銀行相互の考察 フランス銀行黄金の間にて- 2008年1月8日

開会の辞
クリスチャン・ノワイエ（フランス銀行総裁）
福井俊彦（日本銀行総裁）
飯村豊（在フランス日本国特命全権大使）

第1セッション：フランス銀行と日本銀行　設立と協力
モデレーター　ミッシェル・マルゲラ（パリ第8大学教授）

権上康男（横浜商科大学教授）
中央銀行の歴史的形成
報告者　　　　アラン・プレシス（パリ第10大学教授）

「19世紀のフランス銀行とフランス経済」
石井寛治（東京経済大学教授）
「近代日本における中央銀行の制度と機能（1882－1914年）」

第二次世界大戦後の中央銀行機能の拡大
報告者 オリビエ・フェイエタグ（ルーアン大学教授、フランス銀行歴史研究）

「国際通貨システムの中のフランス銀行」
矢後和彦（首都大学東京教授）
「第二次大戦後の中央銀行間協力：日仏間における戦略の比較」

第2セッション：グローバリゼーションに直面するフランス・日本の経済
モデレーター　ドニーズ・フルザ（パンテオンソルボンヌ大学名誉教授、フランス

銀行基金理事）
中井毅（JETROパリセンター所長）

フランス、日本および主要先進国における生産性の変化
報告者 ジルベール・セット（フランス銀行マクロ経済分析・予測局）

「労働生産性上昇率の国際比較：日、仏、英、米（1890－2006年）」
川本卓司（日本銀行調査統計局）
「日本経済の生産性上昇率と技術進歩率」

地域経済統合、グローバリゼーションへの対応
報告者 ブノワ・クーレ（フランス経済財政省国庫局課長）

「資本市場の統合：欧州の経験」
佐々木仁（日本銀行国際局）
「生産・所得面におけるアジア太平洋経済の相互依存関係」

閉会
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「
第
三
回
　
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

〜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
〜
」
の

決
勝
開
催

▼
日
本
銀
行
で
は
昨
年
十
二
月
十
五
日
、
本

店
に
お
い
て
「
第
三
回
　
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

〜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
〜
」
の
決
勝
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
わ
が
国
金
融
・

経
済
の
課
題
と
明
日
へ
の
処
方
箋
」
を
テ
ー

マ
に
、
現
在
の
わ
が
国
の
金
融
・
経
済
を
見

渡
し
て
、「
今
、
何
が
問
題
か
」、「
課
題
を
克

服
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
繋
げ
て
い
く
た
め

の
処
方
箋
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
い
う

点
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
一
次
審
査
の
対
象
と
な
る
論
文
に
は
、

前
回
を
大
幅
に
上
回
る
八
三
編
の
応
募
が
寄

せ
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
五
チ
ー
ム
（
東
京

大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
二
チ
ー
ム
、
明
治
大

学
、
香
川
大
学
）
が
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

▼
決
勝
当
日
は
審
査
員
と
し
て
、
日
本
銀
行

か
ら
は
岩
田
一
政
副
総
裁
（
審
査
員
長
）、
須

田
美
矢
子
政
策
委
員
会
審
議
委
員
、
野
田
忠

男
政
策
委
員
会
審
議
委
員
が
、
外
部
か
ら
は

高
橋
伸
子
氏
（
生
活
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、

林
野
宏
氏
（
経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
）
が

参
加
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、「
子
ど
も

未
来
投
資
基
金
〜
支
え
る
金
融
、
つ
な
ぐ
金

融
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
東
京
大
学
チ
ー
ム

が
輝
き
、
こ
の
ほ
か
に
優
秀
賞
二
チ
ー
ム
、

敢
闘
賞
二
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
決
勝

チ
ー
ム
の
論
文
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.boj.or.jp/type/release/

zuiji07/grand0712b.htm

▼
決
勝
は
、
各
学
生
チ
ー
ム
が
一
五
分
間
プ

ト ピ ッ ク ス
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や歴史を、誇りをもって後世に伝達していこうとす
る試みに、深い感銘を受けました。
デア駐日ドイツ大使は、外国の方として対談初登
場でしたが、米国が重視されるわが国において、環
境をはじめとして、「地球市民意識が強く、グローバ
ルな責務を果たすことに関心がある」ドイツなど欧
州から学ぶことが少なくないと、改めて感じた次第
です。 （恵谷）
■今から500年の昔、按司（領主）阿麻和利の居城だ
った世界遺産・勝連城跡のある町で、現代版組踊
「肝高の阿麻和利」を観て来ました。演者は全て中高
生。自分たちの生まれた町への誇りや、打ち込める
ものを見つけられた喜びに満ち溢れた舞台に、心が
揺さぶられました。「肝高」とは志が高いという沖縄
の言葉。まさにこの肝高き子供たちの舞台を、機会
があったらぜひ多くの方々にご覧いただけたらと願
います。長い歴史が育んできた豊かな文化や伝統を
持った町がひとたび誇りを取り戻した時、子供だけ
でなく大人の心をも変えていく。文化が人をつくる。
その見事な証左が勝連にありました。 （ＡＵ）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文をPDFファイル形式で日本銀行ホームページ上に
掲載していますのでご利用ください。
（http://www.boj.or.jp/type/pub/nichigin.htm）
※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反
映しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営
に関する公式見解については、日本銀行ホームページ
（http://www.boj.or.jp/）をご覧ください。

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
審
査
員

か
ら
の
質
問
に
答
え
る
と
い
う
か
た
ち
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と
も
準
備
を
重

ね
て
本
番
に
臨
ん
だ
と
み
え
、
短
い
持
ち
時

間
を
き
ち
ん
と
守
り
つ
つ
、
ポ
イ
ン
ト
を
要

領
よ
く
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
を
効
果
的
に
使

い
な
が
ら
、
自
ら
の
主
張
を
筋
道
立
て
て
し

っ
か
り
説
明
し
て
い
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に

ユ
ニ
ー
ク
で
斬
新
な
発
想
に
基
づ
く
提
案
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
審
査
員
か
ら
は
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
提
案
に

対
し
て
「
な
ぜ
、
公
的
機
関
に
よ
る
関
与
が
必

要
と
さ
れ
る
の
か
」、「
経
済
合
理
性
が
あ
る

と
す
る
な
ら
現
時
点
で
実
現
し
て
い
な
い
理

由
は
な
に
か
」
な
ど
の
厳
し
い
質
問
が
次
々

と
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
動
じ

る
こ
と
な
く
自
ら
の
主
張
を
堂
々
と
展
開
す

る
姿
に
は
頼
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
応
募
数
も
内
容
も

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ

リ
」。
来
年
度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

全
国
の
大
学
で
学
ぶ
皆
さ
ん
に
は
引
き
続

き
、
斬
新
で
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
用
い
て
挑

戦
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し

て
い
ま
す
。

最優秀賞に輝いた東京大学チーム。緊張の空気
の中、熱いプレゼンテーションが行われた。
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